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1. 被検者  
横断的調査では、7 歳から 24 歳の野球競技選
手（319 名 (投手 60 名、捕手 17 名、内・外野手











球競技選手 319 名のうち 114 名 (投手 17 名、
捕手 8 名、内・外野手 89 名) を対象に 1 年間の
間隔を置き、2 回（1 回目：2005 年 11 月～2007
年 3 月、2 回目：2006 年 11 月～2008 年 3 月）
の測定を行った。  
横断的調査および縦断的調査ともに、年齢を
基準として、被検者を 7 群（7-9 歳、10-11 歳、













本研 究は、早稲 田大 学 スポーツ科 学学 術院
研究倫理委員会の承認を得た。実験に先立ち、




















 群 N 平均値 標準偏差 最小値 最大値 N 平均値 標準偏差 最小値 最大値
年齢(歳）  7-  9歳 20 8.8 0.8 7.1 9.8 7 7.4 0.8 7.0 9.0
10-11歳 14 11.1 0.5 10.1 11.8 13 10.5 0.5 10.0 11.0
12-13歳 59 13.2 0.4 12.4 13.9 25 12.9 0.6 12.0 13.8
14-15歳 72 15.0 0.6 14.0 15.9 9 14.7 0.3 14.4 15.0
16-18歳 58 16.9 0.8 16.0 18.9 11 16.5 0.7 16.0 18.0
19-20歳 47 20.1 0.5 19.2 20.9 13 19.6 0.7 19.0 20.8
21-24歳 50 21.8 0.6 21.0 23.8 18 21.7 1.0 21.0 24.0
競技年数（年）  7-  9歳 20 1.1 0.8 0.5 4.0
10-11歳 14 3.0 1.8 1.0 7.0
12-13歳 59 3.4 2.1 0.5 8.8
14-15歳 72 5.3 2.0 1.0 9.8
16-18歳 58 7.5 1.7 3.8 10.5
19-20歳 47 - - - -
21-24歳 50 - - - -
身長(㎝）  7-  9歳 20 129.3 8.9 114.0 144.3 7 117.6 10.9 102.0 129.0
10-11歳 14 141.1 9.5 127.4 164.7 13 141.6 6.0 130.4 150.8
12-13歳 59 158.1 7.2 142.5 173.0 25 157.3 9.4 140.2 167.8
14-15歳 72 166.0 6.6 151.0 182.4 9 169.5 5.7 157.1 177.4
16-18歳 58 170.6 5.4 158.2 186.6 11 170.9 5.6 160.0 178.0
19-20歳 47 173.1 5.3 154.5 183.4 13 174.1 5.3 165.0 183.1
21-24歳 50 174.6 4.7 161.1 183.5 18 176.3 5.0 168.0 183.5
体重（kg）  7-  9歳 20 30.1 7.4 22.0 47.9 7 25.2 4.5 18.0 32.2
10-11歳 14 38.3 7.4 27.0 56.4 13 35.6 5.6 26.0 43.7
12-13歳 59 49.2 7.6 33.7 79.4 25 45.1 7.6 31.7 55.7
14-15歳 72 57.0 7.4 40.2 79.2 9 56.4 6.6 43.7 69.7
16-18歳 58 64.3 7.6 52.2 85.7 11 62.5 8.5 52.6 84.0
19-20歳 47 72.1 5.7 60.1 85.2 13 65.5 6.2 58.0 75.4
21-24歳 50 74.2 6.5 58.6 87.0 18 69.4 7.3 57.7 84.0
投球スピード（m/s）  7-  9歳 20 17.5 2.1 13.3 20.6 7 13.6 2.9 8.9 16.7
10-11歳 14 21.5 3.0 17.5 28.3 13 17.1 2.6 13.6 22.5
12-13歳 58 25.1 2.9 19.4 31.1 25 19.5 4.3 12.2 27.5
14-15歳 72 29.1 2.3 23.9 34.2 9 21.8 5.5 15.3 28.1
16-18歳 58 30.6 2.8 24.4 35.3 11 24.4 4.0 16.9 29.2
19-20歳 47 33.7 2.0 30.6 37.8 13 26.3 2.6 20.3 30.3
21-24歳 50 33.5 2.2 27.8 37.5 18 27.5 2.1 23.3 29.7
投球エネルギー(J)  7-  9歳 20 20 5 18 22 7 12 5 8 17
10-11歳 14 30 9 25 35 13 19 6 15 23
12-13歳 58 46 11 44 49 25 29 12 24 34
14-15歳 72 62 10 59 64 9 36 18 23 50
16-18歳 58 68 12 65 71 11 44 13 35 53
19-20歳 47 82 10 79 85 13 51 10 45 56
21-24歳 50 82 11 79 85 18 55 8 51 59
野球競技選手 未経験者
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表 2 被検者の年齢、競技年数、身長、体重、投球スピードおよび投球エネルギー（縦断的調査） 
※：1 回目と 2 回目との間に統計的に有意な差（p<0.05） 
 
2. 投球スピードの測定  
被検者には十分なウォーミングアップを行わせ
た後 、平 地 においてセットポジションから 16m
（7-11 歳）または 18.44m（12 歳以上）先の的に向
かって全力でボール投げを行わせた。ボールは、
7-11 歳では学童用の軟式 C 号球（質量：128±
1.8g 直径：68±0.5mm）、12-24 歳では硬式球
（質 量：141.7-148.8g、円 周 22.9-23.5cm）を使
用した。なお、1 回目と 2 回目の測定に使用した
ボールは、年齢に関わらず同様とした。ドップラー





投球数は 5 球とし、最も速かった 1 球を個人の投
 群 N 平均値 標準偏差 最小値 最大値 平均値 標準偏差 最小値 最大値
年齢(歳）  7-  9歳 6 9.3 0.6 8.4 9.8 10.3 0.6 9.4 10.8 ※
10-11歳 8 10.9 0.5 10.1 11.8 11.9 0.5 11.1 12.8 ※
12-13歳 26 13.1 0.3 12.4 13.8 14.1 0.3 13.5 14.8 ※
14-15歳 14 15.0 0.8 14.0 15.9 16.0 0.8 15.1 17.0 ※
16-18歳 23 16.3 0.3 16.0 17.3 17.4 0.3 17.1 18.4 ※
19-20歳 14 20.6 0.3 19.9 20.9 21.4 0.3 20.7 21.8 ※
21-24歳 23 21.8 0.5 21.2 23.6 22.7 0.5 22.1 24.5 ※
競技年数（年）  7-  9歳 1.3 0.4 0.8 2.0 2.3 0.4 1.8 3.0 ※
10-11歳 3.0 1.7 1.0 5.0 4.0 1.7 2.0 6.0 ※
12-13歳 2.8 2.1 0.5 6.6 3.9 2.1 1.6 7.6 ※
14-15歳 5.6 2.4 1.4 8.6 6.7 2.4 2.5 9.7 ※
16-18歳 7.9 1.1 5.8 10.3 9.0 1.1 6.9 11.4 ※
19-20歳 - - - - - - - -
21-24歳 - - - - - - - -
身長(㎝）  7-  9歳 6 131.9 7.4 121.0 139.6 137.5 7.2 127.6 145.8 ※
10-11歳 8 140.4 7.5 133.6 156.3 147.1 9.2 138.5 165.1 ※
12-13歳 26 157.1 7.8 142.5 169.8 162.8 6.4 150.0 173.6 ※
14-15歳 14 166.6 6.4 152.8 177.2 168.9 5.1 160.8 178.5 ※
16-18歳 23 170.6 4.6 162.0 180.9 171.6 4.3 164.6 182.0 ※
19-20歳 14 172.7 5.0 165.4 178.5 172.7 4.9 165.2 178.5
21-24歳 23 174.6 4.1 165.1 183.3 174.6 4.2 165.3 183.3
体重（kg）  7-  9歳 6 32.1 6.5 23.8 39.7 36.5 9.1 25.5 49.0 ※
10-11歳 8 35.9 3.3 31.7 41.2 40.4 4.1 35.2 47.5 ※
12-13歳 26 49.2 9.8 33.7 79.4 54.6 9.2 38.6 80.9 ※
14-15歳 14 57.1 9.3 41.3 79.2 59.2 6.2 50.3 73.6
16-18歳 23 65.3 8.0 56.6 85.2 66.0 7.6 55.6 81.9
19-20歳 14 71.9 6.6 60.1 83.8 73.7 8.3 60.1 87.4 ※
21-24歳 23 73.8 6.2 64.8 85.8 74.2 6.4 62.8 85.9
投球スピード（m/s）  7-  9歳 6 18.5 1.1 17.2 20.3 20.8 1.4 19.4 23.1 ※
10-11歳 8 21.7 2.5 17.8 26.7 23.7 2.8 20.0 29.4 ※
12-13歳 26 24.2 2.9 19.4 29.4 27.4 2.2 23.6 31.4 ※
14-15歳 14 28.3 2.5 23.9 31.7 29.2 2.3 24.2 32.5 ※
16-18歳 23 30.7 2.6 24.7 35.3 31.8 2.3 26.7 35.0 ※
19-20歳 14 33.6 2.3 30.6 37.8 33.5 2.9 30.0 39.0
21-24歳 23 33.7 2.3 29.2 37.5 34.0 2.8 28.6 37.7
投球エネルギー(J)  7-  9歳 6 21.9 2.6 19.0 26.3 28 4 24 34 ※
10-11歳 8 31.4 9.1 20.2 51.6 37 11 26 63 ※
12-13歳 26 42.9 10.2 27.4 62.9 55 9 40 71 ※
14-15歳 14 58.6 10.0 41.4 72.7 62 10 42 77 ※
16-18歳 23 69.0 11.3 44.3 90.2 74 10 52 89 ※
19-20歳 14 82.2 11.5 67.7 103.5 82 15 65 110
21-24歳 23 82.8 10.9 61.7 102.0 84 14 59 103
1回目 2回目



















3. 統計処理  
横断的調査における投球スピードおよび投球
エネルギーの群間の比較には、2 要因 (年齢群
（7-9 歳群、10-11 歳群、12-13 歳群、14-15 歳群、



















縦断的調査における各測定値の 1 回目と 2 回
目との比較には、対応のある t 検定を用いた。ま
た、各測定値における 2 回目と 1 回目の差（2 回
目－1 回目）を年間変化量として算出した。変化








































各年齢群において、2 回目が 1 回目よりも有意に
高い値を示した。図 2 に投球スピードおよび投球
エネルギーの年間変化量における個人値（図 2
の A-1 および B-1）および平均値（図 2 の A-2 お
よび B-2）を示した。投球スピードは、12-13 歳群
が 14-24 歳の各年齢群よりも、7-9 および 10-11
歳群が 19-20 および 21-24 歳群よりも有意に速
かった。投球エネルギーは、12-13 歳群が 10-11
歳および 14-24 歳の各年齢群よりも、7-9 および
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図 4 競技年数を基準として分けた群間における投球スピードの比較 








角田ら 2004、Dun ら 2007、Escamilla ら 2001、










































































































































および最小値がそれぞれ 6.9ｍ/s および 0.8ｍ/s
であり、その個人差は、他の年齢群（各群の変化
量の最大値：1.5-3.6ｍ/s）よりも大きい傾向にあ








































球競技選手 22 名を対象に、軟式 B 号球（質量：

















ると考 えられ、今 後 詳 細 に検 討 する必 要 があろ
う。  
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